







一 ベル リンの歴 史




六 ドイ ツ統一 とベル リン'
一 ベル リンの歴史
ベル リ.ソは ,ド イツの東北 部に位 置 し,1871年以降 ドイ ツ国の 首都で ある。 この地域 は重2世紀 頃 ま
で は,ス ラ ブ系の ヴ ェソ ト族 が居住す る地域 であ った。ザ クセン朝の神聖 ローマ皇帝 ロタール3世 な
どに よ り,ヨ ー ロッパ 東方地 区に ドイ ツ植民 政策が進 め られ,ス ラブ人に対す る防備を兼 ねた辺境 区
ノル ト・～ル クが,エ ルベ河 の東岸地 域に設 け られた。 ノル トマル ク辺境伯 に ア ス カ ニ ア家Askanler
が 封ぜ られ,ア ル ブ レヒ ト(ベ ア)が この地 を所領 と して統 治 したので,ベ ル リンの名 は彼 の名 に 由
来す るとい う説 もある。
この地域 を流れ る シ ュプ レーSpree河の渡 渉点を軍:事的に確保す るために 同河 の北岸(右 岸)に 橋
頭rの ように設け られ た軍 事集落Siedlungが,ベル リンBerlinであ り,そ の対岸(南 岸 ・左岸)に
ある島に殺 げ られ たのが,ケ ル ンC611n:Kdln(西独 の ケル ンK6hと 同様,ラ テ ン語 の コロニ アに
由来)で あ った。 ベル リンが歴 史文献 に初 出す るのが,1244年(一説に よれ ば1230年)であ り,ケ ル
ンはそれ よ り早 い1237年← ・説 に よれ ば1230年以前)と 言われ てい る。 この二つ の街 は,当 初 二 つの
別 個の町 で あ ったが,1237年頃には町 の法Stadtrechtを持つ ようにな り,1307年以降,両 町は,共 同
の行政 ・司法機 関を持つ よ うにな った。 その後,後 記の ように1709年に名実 共に合併 しベル リン とな
っ た 。




第 に東 に移 動 し,ベ ル リンへの軍 事的脅威が減 少 し,反 面, 東方への商業活動の基地としての重要性
が高まるにつれて,商 業都市として発展 した。
ベル リンは,1308年の ミッテル マル クの都市防御 同盟に参加 し,ハ ンザ 同盟に もすでに1359年に加
盟 した。 マスカニ ア家 没落後1373年ル クセ ンブル ク家 の カール4世KarlNの 支配 も受け たが ,同家
と
た。
ヴ ィツテル スバ八家 との争いを利用 して,市 はそ の自治 を強め,1391年には完全 な 自治権を獲得 し
一.
1415年に ニ ュールiベ ル ク城 主であ ったホ ーエγツ ォ レル ン家 が ブ ランデ γブル ク伯 に封ぜ られ る
よ うにな ってか ら,市 の自治は次第 に抑圧 され るよ うにな った。1432年にベ ル リンの都 市 貴族 た ち
は,マ グデ ブル グ風 の都 市法 を持つ ようにな っていたが, 工 の抑圧 に対 して1448年に は くベル リンの
不満〉 とよばれ る暴動 も起 きてい る。 同家 のブ リ… ドリヒ2世 は,旧 ケル ン地区に居城 を築 き,ベ ル
リ ンをブ ラγデ ンブル ク選帝侯 領の首都 に した。
17世紀 前 半,フ リー ドリ ヒ ・ウィルヘ ルム大選帝 侯Gro脱n KurfUrst(1640・一88)の1店 …期 に な り,
王 は,1639年に 住民5,000人に す ぎ な か った ベル リンを,太 き く発展 させ る基礎 を築 いた。彼 は,ベ ル
リンの問囲 に大城壁 を築 き,そ の周囲に,フ リー ドリヒス ヴ ェ ル ダ ーFriedrichswerder,ドロ テ ン
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シュプ レ一河 とオーデル河,エ ル ベ河 を結 ぶ ア リー ドリヒ ・ウィルヘル ム運河 を開削 し,そ れに よっ
てベル リンとハ ンブル グ,ブ レス ラウとを繋 ぐ舟航 を可能に した。
ブ リ ド リヒ ・ウィ ル ヘ ル ムを 継 ぎ,初 代 の プ ロイ セ ン王 とも な った フ リー ドリ ヒ1世Friedrich1
(1701-13)は,ベル リン,ケ ル ン両市 と上記3衛 星都市を合 併 し,1709年には,前 記の よ うに正式 に ケ
ル ンを含め てベル リン市 と した。 この2代 の統治 に よ り,ベ ル リンの住 民は20,000人に増 加 した。 フ
リー ド リヒ大 王FriedrichderGroBe(1740-86)は,近郊 の ポ ツ ダ ム に第2王 宮 を 築 暫 し,ベ ル リンの
佳 局 は,1710年に は56,000人,1786年に は,150,000人に 増 加 した 。 も っ と も,7年 戦 争 の時,ベ ル リ
ンは,一 時 オ ース トリア軍,ロ シア軍に 占領 され た こともあ り,1806年ナポ レオン戦 争の際に は,プ
ロセイ ン軍 が フ ランス軍に イ五一 ンとアウエル シュテ ッ トの戦 いに破れ て,同 年9月 か ら1808年2月
まで,フ ランス軍に よって 占領 されていた時期 もあ る。 ハ レ大 学 が ナ ポ レオ ンに 従属 す るヴ ェス ト
フ ァー レソユ三国 に編 入 され た こ とに 対 抗 して,1810年ウ ィル ヘ ル ム ・ホ ソ ・フ ン ボ ル トW孟!helmv.
Humbo且dtは,ベ ル リ ンに,新 し くベ ル リ ン大 学(フ リー ド リヒ ニウ イル ヘ ル ム大 学)を 創 設 した。
1897年の普仏 戦争 で プ ロセイ ンが勝利を しめたあ と,1871年に'ドイ ツが統 一 され,ベ ル リンは プ 四
七イ ソの首都 である と同時 に,統 一 ドイ ツの 首都にな った。 この年,こ の都市に環状線 がで き,以 後
この地に多 くの歴史的建造物が建築された。
1911年7月19「1の法律に よって,ウ ィル ヘル ムi世 は,帝 国議会両 院の同意 をえて,従 来 のベル リ
ン市 に加 え て,シ ャ ロ ッテ ン ブ ル グCharbttenburg,シェ ー ネ ベ ル グSch6neberg,リッツ ドル フ
Rltsdorf,ウィ ル マ ー ス ドル フWi且mersdorf,リ ヒ テ ン ベ ル グLichtenberg,シff¥ン ダ ウSpandau
と,テ ル ト ウ 郡LandkreisTeltowお よ び ニ イ ー ダ ー バ ル ニ ム 郡LandkreisNlederbarnimに よ っ て
「大 ベ ル リ ン連 合」"VerbandGro【3Berlin"を形 成 す る こ とを 決 め た。
さ らに1920年4月27k1の法 律 に よ って,プ ロイ セ ン議 会 は,従 来 の ベ ル リンBerlin,シャ ロ ッテ ソ
ブ ル グCharloUenburg,ケ ペ ニ ッ クC6penick,リ ヒ テ γ ベ ル グLichtenberg,ノ イ ケ ル ン
Neuk611n,シェ ー ネ ベ ル グSch6neberg,シ ュ パ ソ ダ ウSpandau,リ ッ ツ ドル フRitsdorf,ウ ィ ル マ ー
ス ドル フWi且mersdorfと,アドラ ー ス ホ ープ 郡LandkreisAdlershofなど59の郡 と,ベ ル リ ン宮 地 区
GutsbezirkBerlin一一Schlos=_など,27の 財 産 区 に よ っ て.「大 ベ ル リ ン 市 」Stadtgemeinde"Berlin"を形
成す る ことを 決定 した。以後 一般 に 「大 ベル リン」Groβ一Berlinと通称 され るよ うにな った。当時の べ
ル リ ソの 人 口は,す で に3,858,000人に増 加 して い た。
以後,ワ イマ ール憲法下 の ドイツや ナチ ス政権下 の ドイ ツにお いて も,ベ ル リンは,引 続 き,統 一…
ドイ ツの首都 で あ り,一 貫 して政府,議 会 の所 在地 であ った。第2次 世界大戦勃 発時 には ベル リンの
人 口は4',000,000人で あ った が,終 戦 時 に は2,800,000人に減 少 した。
二 第2次 世界大戦直後のベル リン
第2次 世界 大戦の末期,194511=41130f1,ドイ ツ国元首 であ った ヒ トラー総統 は,ベ ル リンの総統
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官邸地下 で 自殺 し,ベ ル リンは2「1後の5刀2日 陥落 した。 ドイ ツは,5月8日 速合 国に降伏 した。
ヒ トラーは,彼 の後継 首班 と してデ ーニ ッツ海 軍元帥を指名 していたが ,連 合国側 は,デ ーニ ッツを
ドイ ツ政府 の代表者 としては扱わず,単 なる捕 虜 と して扱 い,彼 は5月23f一,フレソスブル グでイギ
リス憲兵に より捕iら れ た。6月5日,連 合 国は,「ドイ ツ国の敗北 と最 高権力掌握 に関す る4力 国宣
曹
言」(ベル リン宣 言)を 発 し,8月2日 のtツ ダム協定に よってそれ を再確 認 した。
しか し,199年のモス クワ外相会議 に よ り戦後 の ヨー ロッパの諸 問題解 決のた めに ロン ドンに設置:
され て い た ヨーFッ パ 諮 問 委 員 会EuropeanAdvisoryCommissionにお い て 採 択 され た 「ドイ ツ 占 領
お よび大ベル リン管理に関 する合意議定書」(1944年9月12口)とその修 正協定(11月14日)に よ っ
て,ド イ ツ全 一1=が英米 ソ仏4国 に よって分割 占領 され るの とは別 個に,ベ ル リン特別 市域(481平方 キ
ロメー トル)は,英 米 ソ仏9国 に よって分割 占領 され ること,英 米 ソ3国 間 に締結 された 「ドイツ管
理機構 に関す る協定」(1949年ll月14「Dおよび フランス代表 も加}xたヨー ロッパ諮 問 委 員会 に よ り
採決 され た 「フランスの ドイ ツ管理機構…参加のため の協定」(1945年5月1{1)によ り,上 記4国 は べ
ル リγの各割当て管理地区にその軍司今宮を置 き,それぞれ自国の軍隊に よって各地区を占領すると ,
ともに,ベ ル リン全 市の共同管理の ためには,上 記4国 軍 司令官に よって構成 され る 「連合園統治機
関 」(lnter-AlliedGoverningAuthor三tyまた は 連 合 国 司 令 部Inter-AlliedKommandaturaとも 呼 ば れ
た)を 設け,・各車司令官が輪番 でその議長をつ とめ るこ と,そ の活動は,ド イ ツ全体 の統 治のための
4国最高 司令官 に よって構成 され る 「管理理事会」ControlCouncilの一般 的指揮 を受 け,そ の下に設
置される 「調整委員会」を通 じて命令を受けることが協定 された。
ドイツ降伏 のあ と,前 記の 「ドイ ツ国の敗 北 と最高権力掌握 に関す る4力 国宣[7」が発 せ られ,L
記の連合国間 の諸協定 は,ベ ル リ.ソを含む ドイ ツ住民に対 して 「ドイ ツにおけ る占領地域 に関す る声
明」 お よび 「ドイ'ツにおけ る管理制度 に関す る声 明」(6月5f-1)として布告 され た。その内Tiは,上
記の連合国間の諸協定によって予定されていた管理方式と同様であ り,ド イツ降伏後その占領期間
中,ド イツが無条件降伏 の基:本的要件を履行 す るにあた り実施 し,そ の後 は 、個別 協定 に よって取 り
極め る もの とされ ていた。 しか し,'地理的 にみ ると,ベ ル リンは,ソ ヴィエ ト占領割 当地域 の中にあ
り,英 米仏3国 の軍隊が ベル リンの各割当管理地 区に進駐 す るため には,ソ ヴhエ ト占領地域 を通過
しなければな らなか った。
対独戦終了時,ア メリカ軍 は,ド イ ツ中央部 において,ソ ヴ ィエ ト占領割 当地域 に予定 され ていた
戸
メ ク レ ソ ブ ル グMecklenburg,ザ ク セ ンSachsen ,チ ュ ー リ ン ゲ ンThUringen,ア ソ ハ ル ト
Anhah地域の一部 まで進 出 していた ので,そ のア メ リカ部隊 の撤収 と,西 側3国 軍隊 のベル リン進駐
とは関連 して交渉が進め られ,ト ル ーマン ・スター リγ往復 書簡,チ ャーチル ・ス ター リン往復書簡
によってその基本的な話合いがっ き,ベル リン駐在の4国軍 司令官の間で具体的了解がおこなわれ,





は 自由無 制限 な ものと されていたが, 文書による明確な協定の形式で ドイツ西部の西側3国 占領地域
か らベル リンへの交通路に関する西側3国 のその後の通行権が国際的に保障 され ていたわけ ではな
か っ た。 も っ と も,西 側3国 が ベ ル リンに進駐管理権を持 っている間は ,その連絡補給のために協定
された交通路 を使用で きる ことについては暗黙 の了解が あ った とい って よい。 なお,そ の後 ,管 理理
車 会 に お い て,ベ ル リ ン と,ハ ンブル グ,ビ ュ ッケ ブル グ(ハ ノー ヴ ァー),フ ラ ン ク フルE間 の3航
空路が設け られ,そ の航空路の飛行については,事前の通告 を必要 と しない 旨の決定が,]1J130日金
会 一致で採択 され ていた。.
ベル リンの管理 につ いては ,'西側3国 軍隊の進駐後,
'前
記 の 「ドイツ管理機構に関する協定」の第
7条に よって英米 ソ3国 軍司令官の間に 「ベル リンの4国 管理に関す る協定 」(7月7rl)が結 ばれ ,
また ヨーロ ヅパ諮問委員会 において も 「ドイ ツに おけ る補足的要件 に関す る4園 協定」(7月25f1),
「ドイ ツ占領お よび大 ベル リン管理 に関する協定 の再修IEに関する協定」(7月26〔),が 採択 され,
連合 国司令 部に よるベル リンの共同統 治が開始 されていた。
プ ロセイ ンの時代か ら前記 の ように大ベル リン Groβ一Berlinとして特別地域 とされていたベル リン
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は,そ の行政 区 の うち, 下記第3図 に示す ように東部の中央区Mi縫e,プ レ ソ ツ ラ ウア ー ベ ル グ
Prenz且auer-Berg,フリ ー ド リ ヒ ス ノ、イ ンFiedrlchshain,ト レ プ ト ウ Treptow,ケ ペ ニ ッ ク
K6penick,リ ヒ テ ソ ベ ル グLlchtenberg,ワイ セ ソゼ ーWeiBensee,パソ コ ウPankowの8区(住 民
約120万 人)が ソ ヴ ィ エ ト地 区,北 西 部 の ヴ ェ デ ィ ン グWedding, ラ イ ニ ッ ケ ン ドル フ
Reinickendorfの2区(住民 約43万人)が フ ラ ンス地 区,西 部 の テイ ー ア ガル テ ンTiergaτ毛en,シャー
ロ ッテ ソ ブル グCharbttenburg,ヴィル マ ー ス ドル フWllmersdorf,シュパ ソ ダ ウSpandauの4区
(住民 約62万 人)が イ ギ リ ス 地 区,南 西 部 の ク ロイ ツ ベ ル グKreuzberg,ツェ ー レ ソ ドル フ
Zeh且endorf,シェ ー ネ ベ ル グSchOneberg, シ ュ テ グ リ ツSteglltz,テン ペ ル ホ ー フTempdhof,ノ イ
ρ
ンケ ル γNeunk6Hnの6区(住 民 約100万人)が ア メ リカ地 区 と され た。 も っ と も,そ の 後 ソヴ ィ エ ト
地 区 の リヒテ ソベ ル グ の一 部 と ワ イ セ ソゼ ー の … 部 に よ り, マル ツ ア ー ソMarzahnと い う新 しい 区
が作 られた。 邑
1946年8月13日大 ベ ル リソ市の暫定憲法が管理理事会によって承 認 され, 10月20日ベル リン市議会

















































Fフ ランス占領地区 S ソヴ ィエ ト占領地区
Bイ ギリス占領地区 A アメリカ占領地区
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キ ーOttoOs重rowskiが,ベル リン市 長 に選 出 され た 。
これ よ りさき,英 米 ソ3国 の間に締結 された ポ ツダ ム協定(1945年8月2日)は,ヨ ー ロ ッパ諮問
委員会 を解 散 して,外 相理 車会を設 置:し,ドイツ管理 の政治原則 と して,ド イ ツ管理機構 に関す る協
定に基づき,英 米ソ仏最高司令官は,ド イツ全体:に関する問題は管理理事会の成員 としての資格で共
同で最高権力を行使すると規定 し(議定書第3部A第1項),経 済原則 として,占領期間中 ドイツは単
一 の経 済単位 と して取扱わ ねぽな らない(回 錐14項)と 規定 していた。 しか し,戦 後 まもな く高 ま っ
た東 西対 立の傾 向を反映 して,ド イ ツの 占領管理 は順調に進 まず,ド イツ統 一問題を議 した モス クワ
外 相 理 事 会(1997年3刀10日 一4刀24日)も,ロ ソ ドソ外 相 理 窮余(同 年11月25日一一12ノヨ15日)も 失
敗に終 り,ドイツ問題にも東西分裂問題の影響が強 く現われ るようにな った。
ア メ リ カ は,ヨ ー ロ ヅパ が 経 済 的 困 窮 に よ っ て,共 産 化 す る こ と を 恐 れ,マ ー シ ャルGeorge
CatlettMarshall国務 長官 は,こ れ を 防If:するた め に,1947年6月5日,ヨ ー ロ ッパ 経 済 援 助 計 画 を提
唱 し,そ の計画 には,戦 勝 国のみな らず,ド イ ツも含 まれ ていた。 しか し,ド イ ツに援助 を与 えるた
めには ドイツの援助受入体制を整える必要があった。すでに ドイツの西側英米仏3国 占領地域は同年
1月1日から経済的には統合され,1948年2月5日に,英 米統合地域経済行政機構の樹立規約が発表
され たの に続 いて,2月15口 には中央銀行 と してBankdeutscherL加derおよび連合 国銀 行委員会が
設立 され,2月23日か らはフランス占領地域を含めて西側3国 占領地域の統合お よび西 ドイツを含む
西 ヨー ロヅパ復 興計画 に関す る3国 会談が開かれ,26目か ら,ナ ラ ンダ,ベ ルギ ー,ル クセ ンブル'グ
の3国 代表が加 わ って,西 欧6園 田ソ ドソ会議 が開催 され た。 ソヴ ィエ トは,こ の よ うに構成 され た
西側諸fだ け の会議 で ドイ ツ問題を 討議す る ことに反対 し(2月13卜1):ポー ラ ン ド,チ ェコス ロヴァ
キ アお よびユ ー ゴス ラビアの代表 も,プ ラー クで開かれた会 議で ソヴィエ トの抗議 を支持 した。
3月6日 に公 表 され た前記 ロン ドン会議 の公 報に よれば,西 側3国 は従 来進 め てきた ドイ ツ占領地
域の経済的統合をさらに一歩進めて,経 済的に統合 された西 ドイツを西欧グループの一員に加え,西
欧全体の政策的見地か ら対東欧体制を強化 しようとするもので,東 西 ドイツの分離,西 ドイツ政府の
樹立の方 向に向 うものであ った。同11ソヴ ィエ ト政府は英 米仏3国 政府 に対 して直 ちに,重 ねて抗議
の覚書 を送 った。3月1311,ソヴ ィエ トも含 めた ドイツ・の通 貨改革を討 議す るため の4国 委員会が設
置されたが,す でに態度をきめた西欧諸国の目には,そ れは西欧諸国の計画実行を遅延 させるための
ソヴ ィエ トの策 略 と しか映 らなか った。
ソヴィエ トは,西 側 占領地域の経済統合以来,西 側3国 の動向に対 して 再三抗議を行 ない,そ れ
が,ド イ ツ統 一を前提 と し,と くに 占領期間 中 ドイツを単一 の経 済単位 と して取扱 う旨を定め たポ ツ
'
ダム協定 に違 反す る と非 難 していた 。1948年3月20fl,ベル リン管理理 薯会にお いて,議 長 をつ とめ
た ソ ヴ ィエ ト代 表 ソ コ ロフ ス キ ーVasiHH)anilovichSokolovsky最高 司 令 官 は,前 記 ロソ ドソ会 議 の
内容 について西側代表 に対 して情報 提供を求 めたの に対 して,イ ギ リスお ‡び ア メ リカ代表は,ロ ン
ドンではまだなん ら確定的な結論は出ておらず,ま た会議内容について公表する権限を与えられてい
ないとして情報提供を拒んだ。 ソヴィエ ト代表嫁,西 側がその ような態度な らぽ もはや審議の続行は
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無 意味だ と して,散 会 を宣 し退席 した。 ソヴ ィエ ト側 と して は,西 側3国 がそ の ような行動 に よって
協定された4国 による共同管理 とい う ドイツ統治の原則を破壊 した上は,そ れによって,管 理理事会
は もはや存 在の根 拠 を失 った,と い う立場 を取 る ことにな った。
1948年のは じめ以 来,ソ ヴaエ ト政府 はベル リンとソヴ ィエ トll顧地域 との間の交通 規制 を始めた。
と くに2月23「1と3月lr1に,技 術的理 由等 に よって,交 通制 限処置が とられ つつあ った が,3月30
ロソヴ ィエ ト軍 司令 部は,英 米仏3国 軍 司令部 に対 してベル リンの一一部交通制 限につい て予 告 し,4
月1日 か ら これを実 施 しは じめた。
三 ベル リン封鎖
1通 貨改革 西側3国 占領地域の経済統合は,こ の ようにベル リンの交通制限を惹起 したが,ベ ル
リン封鎖 の直:接の原 因 とな ったのは,ド イ ツ通貨 改革問題,と くに,西 ドイツ ・マル クのベル リンへ
の導入 であ った。
アメ リカは,1946年か ら西 ドイ ツ地域 の通貨改 革計画 を持 って いたが,イ ギ リス とと もに1948年6
月1日 その実施を きめ,フ ランスの 同意 をえた後,6月18目,21目,27日 の命 令で通 貨 改革を断行 し
た 。6月20日,従 来 の ドイ ツ ・マ ル クは,総 額60マ ル クま で は1対'1の 割 合 で 新 ドイ ツ ・マ ル クに 交
換 され た。27「{,それ をxた 旧マル クは,10対1の 割 合で新 マル クに切xら れたが,IB300マル ク
以Lは 調査の対象 とな り,また交換 された新マル クの半額は強制預金 させられ封鎖された。封鎖され
た預金 は10月41≡1に封鎖額 の20%が解除 され,そ の後,10%が 一一定条 件 の もとで解除 され たが,残 り
の70%は切捨 て られた。
こ の通 貨 改 革 は,西 側3国 最 高 司 令 官 ク レイLuciusDuBignonClay(アメ リカ),ロ バ ー トソ ン
B.H.Robertson(イギ リス),ケ 一 二 ヒP.Koening(フラ ン ス)か らの3通 の 書簡 に よ っ て,6月18
日,ソ ヴィエ ト最 高 司令官 ソ コロフスキ ーに通知 された。
6月18日夕刻,西 ドイツ経済統 合地 域 と ソヴ ィエ ト占領地:域との間のすべ ての旅行列 車お よび ベル
リンとヘル ムシaテ ッ トHelms琶edとの問の道路 交通は,「技術 的支障」を理 由 と して停 止 された。6
月19日ソコ ロフスキ ーは,今 後 ドイ ツ東西地域 の通商は,分 離 した2国 間 の通 商の よ うに取扱 う旨を
西側に通告 し,酉側3国 の通貨処置を非難 した。22目ベル リンの通貨問題討議のための財政専門家4
国会 議 で,ソ ヴィエ ト代表 は,ベ ル リンに おいては ソヴ ィエ ト占領 地域 と同一 の通貨が用 い られ るべ
きことを主張 し,西側は,そ の通貨の発行 ・流通が4国 の共同管理下に置かれることを条件にこれを
認 め よ うと したが,ソ ヴ ィエ ト側 は この西側 の条件を認 めず,た だちに ソヴィエ ト占領 地域 と全 ベル
リンに対 して適用すべき通貨改革令を発 した。 これに対 して西側3国 は,西 ドイツ経済統合地域で実
施 した新 ドイ ツ ・マル クをベル リンの西側3国 管理地区 の法定 通 貨 と して採 用 す る こ とを 決 め,ソ
9
ヴ ィエ ト当局 に通告 した後:,6月23「1から実 施 した。西 ベル リンに通用 させた新r～ル クには,当 初B
のス タ ンプが押 され ていた。
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2封 鎖の実施 同 日,ベル リンと西 ドイツ地域 との問のすべての鉄道交通は完全に封鎖され,西 ド
イツへの電力供給 も停止 され,翌24日 には ソヴ ィエ ト占領地 域か ら西ベ ル リンへの陸上を通ず る郵便
連絡,物 資輸送 は全 面的 に不 可能 にな り,「ベル リン全 面封鎖」が実施 され るにいた った。西 側3国 も
これに対抗す る 「逆 封鎖処 置」 と して,同f東 ベル リンへの供給 を断 ち,7月 末に は ソヴ ィ土 卜占領
地 域 と西側3国 占領地域 との鉄道に よる貨物輸送 を停止 した。 ソ ヴ ィエ ト側 か らは,8月4口 まで
に,道 路 お よび水路 に よるベル リンへの交通 も完 全に封 鎖 され た。
これ よ りさき,6月g日 以降連 合国司令官 の ソヴィエ ト代表 は,同 機 構 の もとに行 動す るいか なる
四国委員会にも出席 しない ことを西側3国 代表に通知 し,事 実上ベル リンにおける四国統治制度
four-Power-regimeが終 了 した との態 度 を と った 。西 側3国 は,こ れ に 対 して,西 側3国 は ベ ル リン
に おいて依然 ソヴ ィエ トと同等 の権利 を もち,ま た,引 続 き駐 留す る ことを明 らかに した。 西側は,
4国 に よるベル リン管理 を定 めた1945年の協定は依然 として有効 である との見解を と り,7月61・1ソ
ヴ ィエ トの共 同管理機構 への復帰を よびかけたが,ソ ヴ ィエ ト側 は これ に応 ぜず,12月21f以降は3
国軍政部として行動を続けた。
ベル リン全 面封鎖 の結 果,ベ ル リンの西側3国 管理地 区(西 ベル リン)は 陸 の孤 島 とな り,約220万
人の住民 と約1万 人の西側駐留軍 とは来るべ き冬を迎xて 飢餓 と寒気にさらされ ることになった。ア
メ リカ軍最高司令官 ク レイは,緊 急 措置 としてベル リン空輸 を開始 し,ト ル ーーマ ン大統 領は,6丹25
口この残 された唯 一の補給路 であ る航空路 に よって この危機 を切抜け る方針 を きめ,26日ベル リン空
輸 を全 面的 に拡 大す るよ う訓 令 し,大 型輸送 機を多量 ヨー ロ ッパに送 った。 この よ うに して ア メ リカ
を中心 とす る西 側3国 に よって 「空の橋」LuftbrUckeとよぼれ る大規模 な空輸作戦が開始 され た。1
2月に人 って,従 来か らア メ リカ地区 で あった テ ソペルホ ープ空港 とは別 に,フ ラ ンス地 区 に テ ー ゲ
ルTegd空 港 が開設 され る とと もに この作戦は さ らに増 強 され,翌 年1949年5月12tiに封鎖 が解 除 さ
れた後 も,一一 量 の物 資を貯蔵す る日的 で10月6日まで空輸 は続行 された。そ の延べ飛行 回数は,27
7,728回に 及 び,空 輸 され た 物 資 の総 量2,llO,235トン,そ の67%は 石 炭,24%は 食料,9%は 原 料,
新聞用紙,薬 品 その他で あ った 。
3封 鎖 の解 除1948年6月30[1,ベ ヴ ィ ンErnestKevinおよ び マ ー シ ャル に よるべ ル リγ封 鎖 非
難声 明 ののち,7月6日 西 側3国 は,公 式に ソヴ ィエ トに対 して抗議す る とともに,ベ ル リン問題に
つ いて ソヴ ィエ トと交渉す る準 備 のある こと,第1段 階 と して,物 資お よび人員の 自由な輸送 が回復
され るべき ことを提案 した。 これ に対 して ソヴ ィエ トは,7月M日 の回答で,ベ ル リン問題 は全 ドイ
ツ問題 と密接な関係にあるから,ベ ル リンに限定 して討議 した り,封鎖解除を討議の前提条件とする
ことは認め られな い と拒 絶 した。 ソヴ ィエ トは,ベ ル リンが ソヴィエ ト占領地域 の一 部で あ り,封 鎖
は西側が新通貨を西 ドイツ及び西ベル リンに採用 したことに対する防衛処置であると主張 した。
双方の主張は対立 して交渉は進展せず,西 側ほ,1948年9月2g日ベル リン問題を国連安全保障理事
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会に提訴 した。10刀5日 問題 は議 嘉F1程に取 上げ られ,10月22日には 中立6国 案 と して,(1)封鎖 を即
時解除 し,{2)それ に続 きまず4国 軍 司令官 の会 議に よ り111120日まで に東 ドイ ツ ・マル クをベル リン
に導 入 し,(3)次に外相理事会を開催 して全 ドイツ問題 を討議 す るとい う案(S/1048)が提案 ,表決 さ
れ たが,10月25目 の会 議 で賛 成9反 対2(ソ ヴ ィエ ト,ウ ク ライ ナ)'で否 決 され た 。 そ の 後,11月30
日中立諸 国の努力に より同問題調整のため の専門委員会が設 け られ,同 委員会 は,パ リとジ ュネ ーブ
で協議 したが,成 果をあげ ることがで きず,翌 年2月 解 散 した。"
その後 も西側 と ソヴ ィエ ト側 との交渉が重ね られた。 また その間に,西 側で は,北 大西 洋条約 機構
NATOが 成立 し,西 側陣営に組入れ られた形 で西側3国 占領地域 に ,1949年5月24目ドイ ツ連邦 共
和 国が樹立 された(そ して ∫33対29のきわ どい表 決で,ボ ンが フ ラン クフル トを制 して暫定 的な首都
に選 ばれた)。反面,ベ ル リン封鎖 に よって西 ベル リン地区が ソヴ ィエ トに屈服 す る で あろ うとい う
ソヴa工 トの当初 の思惑は実現不能 とな った。 この ような状況を背景 として,194年5月9ロ ベル リ
ン交通制限開始以来13カ月ぶ りにベル リン封鎖解除に関する英米 ソ仏四国間の協定が成立 した。その
内容 は,4国 国連代表の共同声明 の形式 で5月5日 発表 され た。 それは,次 の様 な全文3カ 条の簡単
な ものであった。 これに よ り5月12日以降封鎖は解除 された。
11948年3月1日 以降 ソヴ ィエ ト政府に よって課 された ベル リンと西 ドイ ツ及び束 ド'イツと西 ド
イ ツ問の通信 ・交通 ・通商に関す る制限は,1949年5月正2目に解 除 され る。
21948年3月1目 以降英米仏政府 に よ り共同 または単独 で課 され たベル リンと東 ドイ ツ及 び東 ド
イ ツと西 ドイ ツの問の通信 ・交通 ・通 商に関す る制 限 も,194年5月12日に解除 され る。
3前2項 の諸制限 の解除後11日目,す なわち1949年5Jj23目にパ リで,ド イ ツに関す る諸 問題 な
らびにベル リン通貨問題を育むベル リンの事態から生 じた諸問題を討議するための外相理事会を
開催す る。
この外相会議は,5月2311から6月20日にかけて開催 され たが ,ベ ル リン問題 につ いては,ベ ル リ
ン交通 の常態化を再確認 したに とどま った。
四 東西ベルリンの分裂
ベル リンは前謁のように,封鎖開始当初は,四 国に分割管理され,連 合国軍司令部の共同管理下に
あ った 。そ して ドイ ツ側 と して は,市 民 か ら選 出 され た市 会S亀adtverordnetenversammulungと市 長
の もとに統 轄 され るil∫庁Magistratが置かれ ,市 政を担 当 していた。 しか し,ベ ル リン封鎖 を機に,
ベル リンは東西に分裂す ることにな った。
1948年7月26目,市庁 は,従 来の警視総監 マルクグラフMarkgra`を解任 し,後 任に従 来の副総監
シュ トウムStummを 任命 した。マル クグラフは解任を拒 否 し,ソ ヴ ィエ ト軍 司令官 も,彼 を支持 し
てシ ュ トゥムの解職 を命令 した。西側3国 は,市 庁側を支持 し,シ ュ トゥムは,警 察 官 の半 数 余 を
伴 ってアメ リカ管理地区に移 り,そ の職務を続 行 した。
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7月29日,ベル リン市会がベル リン封鎖非難決議を可決 した後,こ れに反対 した社会半義統一党
は,8月26,27t『1,市会 を か こん で デモ ンス トレー シ ョンを 行 な い,9月6}'1に は,遂 に 市 庁 舎 の会
議場 を占拠 した。 同 日市会は,イ ギ リス地区の シ ェーネベル クのル ドル フ ・ヴィル デ広場 に庁舎 を移
転 した。9月9日 社会民主党 は,ブ ランデ ンブル グ門に 向けて抗 議大行進を行 な ったが,そ の際,同
門上 に登 って ソヴ ィエ ト国旗 を引下 ろ した1ド イツ人 は,ソ ヴ ィエ ト軍 に射殺 され,数 日後5人 の ド
イ ツ人が逮捕 され25年の懲 役刑の言渡 しを受け た(の ちに1な い し8年 に減 刑 された)。
市会選 挙は,12,月5日に行なわれ る予定であ ったが,10月20「{ソヴ ィエ ト軍司令官か ら呈示 された
その条件は,非 共産 主義者 に不利 な内容 であ った。ll月30日ソヴ ィエ ト管理 地区に おけ る社会主義統
一党所属の市会代表 者会 議は ,従 来の市庁の廃 止を宣言 して,新 市長 にエーベル トF.Ebertを任 命
し,臨 時民 主主義市 政府(市 庁:Magistrat)を組 織 した。12月2日,ソ コロフスキーは新 市庁 を承認
し,ソ ヴ ィエ ト地 区に おけ る選挙の実施を禁止 した。 これに よ り,ベ ル リンは,全 く行 政的 に も東 西
に分裂 する こととな った。
五 ベル リンの壁
ベル リγ封鎖解除10年ほ どの間 は,比 較 的平穏 であ ったが,ソ ヴaエ ト占領地域か らは,そ こに ド
イ ツ民主共和国が樹立 され たあ とも,西 ベル リンへの亡命者が あとを断 たず,西 欧の シ ョウウイ γ ド
ウと しての西ベ ル リンの繁 栄ぶ りは,東 側に とっての どに ささ った とげ の よ うに感ぜ られ た。 ドイツ
民主共和国側は,1961年8月12日,ソヴィエ ト管理 地区の東ベ ル リンと西側3国 管理地 区の西ベル リ
ン との間 に,次 いで西 ベル リンと東 ドイ ツ地域 との境界に,鉄 条網 と コ ンク リー トに よる いわゆ る
「ベル リンの壁 」を構 築す るにいた った。
この問題 の解 決について も,ソ ヴィエ ト側 と西側3国 の意 見は対 立 した。 ソヴィエ ト側は,西 側 の
ボ ツ・ダム協定違 反 と くにNATOの 結成 や ドイ ツ連=邦共和 国の樹立な どに よ りベル リンの共 同統治 を
定 めた ロン ドン議定書や ポツダム協定 は,も はや無効 であ り,ド イ ツ共 同統 治 のために西側3国 が 西
ベル リンに駐 留す る法的根拠 は消滅 し,ベ ル リンは今 や ドイ ツ民主共和国 の首 都であ って,ソ ヴ ィエ
トが占領当時有 していた権限は同国に移譲 された。西側3国 が承認もしていない東 ドイツの領土,領
空 を通 って西 ベル リンと交通す る権利 は最 早無 い,と い う見解 で あった。 そ して,西 ベル リンを西 ド
イ ツを含む如何 なる国 も干渉 しないr自 由都市」 とす ることを提案 した。
これに対 して西側3国 は,.ベル リンは全体 と して,依 然 ドイ ツの降伏 お よび前記の連合 国間の協定
によ り,英米ソ仏4国 の共同統治下にある。西ベル リン≧従来の西側3国 占領地域との問の自由な交
通の権利は,これ らにより国際法上の権利 として認められる。「ドイツ民主共和国」は主権国家ではな
く,ま た ベル リンについては何等の椎利 も持 っていない。 ベル リンの占領国は,そ の占領 地区 と西 ド
イツ地域 との問にどのような結び付きを持たせることが適当であるかを判断する権利を持 っている,
とい う見解であった。そ して,西 側駐留が撤退する形でのベル リンの自由都市化案には反対 した・ し
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か し,ベル リンとの自由な交通 と,西側連合軍の駐留権が確保 され,西 ベル リンの政治的経済的存立
が確保されれば良いという態度に落着いた。
その結果,1971年9月3目,東 西双方 問に 「それ ぞれの法的立場を損 うことな しに」 ベル リン4国
協定 が締結 され た。 も っとも,協 定第2部1項 の,「(ベル リンは)ド イ ツ連 邦共和 国の構成 部分で は
な く,ま た今後 も ドイ ツ連邦 共和 国に よって統治 され る もので はな い ことを言明 す るJrド イ ツ連 邦
共和国の基本法の規定と西ベル リンで効力をもっている憲法の規定でこれ と矛盾するものは適用を停
止され,ま た将来 も効力を持たない」 という蜆定や,「ドイツ連邦共和国 との問の結び付 きば維持 さ
れ,発 展 され る」 とい う規定,さ らに 同Aの 「ドイ ツ連 邦共和姻 と西 ベル リン間の道路,鉄 道,水 路
に よって ドイ ツ畏 主共和 国領土 を通 過す る一般市民 お よび貨物 の トランジ ッ ト交通は,妨 害 され るこ
とな く,最 も簡 単,迅 速 に行 なわ れ る ように し,優 先 的取扱 を受 け る」 とい う規定は注 目された。
ベル リン憲法 に よれぽ ,ベ ル リンは ドイ ツ連邦共和 国の1ラ ン トで あ り,'同時 に一つ の市であ ると
し,ド イ ツ連邦共和 国の基本法 と法律 はベル リンも拘束す る もの と して いたが(第1条),ベ ル リンの
「連合国統治機関」は,こ の憲法の公布施行に先立ち,これ らの条項の停止を命 じていた。 これは,
1954年10月23日パ リで作成 された 「ドイ ツ連邦共:和国 におけ る 占領 体制の終/に 関 す る議 定 書 」(い
わゆ るパ リ協定)が,ド イ ツの再統一 及び平:和条約締結 を含 む全 ドイ ツ問題 とな らんで,ベ ル リン問
題を連合国権限に留保 した問題 とも関連 している。西ベル リンは,ド イツ連邦共和国の連邦議会にも
議員 を送 っていた が,そ の議員 には1990年の統 一 まで,表 決権 がX1一.`2られて いなか った。
六 ドイ ツ統 一 とベル リン
1989年8月頃か ら ドイ ツ民主共和 国か らの 市民 の大量流 出が始 り,10}」16#=1ライ プツ ィヒで12万人.
の集会 が開かれ,18[一7ホーネ ッカー東独 議長が辞任 し,11月9日 にはベル リンの壁 が崩壊 した。
1990年にはい り,3}J1811の東 ドイ ツ選挙で右派連合が勝 ち,4月12日 デメジ エール連 合政権 がで
き,5月18目 東 西 ドイ ツ間に通貨 同盟条 約が締結 され,7月1口 そ の発効に よ り通貨統一 が実現 し,
8月21-i全ドイ ツ統一選 挙条約が結 ばれ,ド イ ツ連邦共和国 では8月9日 「統一選挙 を12月2日 に行
な う」 ことを決 定。 ドイ ツ民主共和 国 も8月23日 「10月3日に ドイ ツ連邦共和国 に編入す る」 こ とに
よって統 一す ることを決 定 した。そ して東 西両 ドイ ツは,8刀3重 旧 ドイ ツ統 一条約 を締結 して統 一の
一
内容の詳細を取 り決めた。
統 一条約 の第2条 では 「ドイ ツ ラン トの首都 は,ベ ル リγである」 と明記 された。 しか し,そ れ に
続 いて 「議会 と政府 の所 在地は,ド イ ツラン トの統 一回復後 に決定 され る」 と規定 して,そ の決定 を
統一 実現後に持越 してい起。 ドイ ツ民主 共和 国では中央集権化が進 み,内 部の ラン トは1952年7月の
時点 で廃止 されて いたが,ド イ ツ再統一 に先立ち1990年8月14目の ラ ン ト形成 法に よって ラン トが再
生 され た。 ベ ル リンにつ い て は,ラ ン ト ・ベル リン政 府 の形 成 までは,従 来 の東 ベ ル リ ン市 庁
Magistratと西ベル リン市庁 が共同 して ラン ト ・ベル リン政府 の任務 を遂行す る もの とされた。
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ドイ ツ統一実現後 も,政府 と議会の所在地をボソに残すかベル リンに移すかで議論が分れたが,
ヴ ァイ ツ ェッ カ ー大 統 領,コ ール 首相,ゲ ンシ ャ ー外相,野 党 の プ ラ ン ト元 首 相,フ ォ ーゲ ル 議 員 団
長等 はベル リンに移 す ことを主張 し,結 局1991年6月201=1,連邦議会 は,338:320の表決 で,政 府 と
連邦議会の所在地を,従 来のボンからベル リンに移すことを決定 した。
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